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Ⅰ．法人の概要 

１．法人の名称 

学校法人国際学院 

 

２．所 在 地 

〒330-8548 埼玉県さいたま市大宮区吉敷町 2 丁目 5 番地 

TEL：048-641-7468    FAX：048-641-7480 

URL：https://ch.kgef.ac.jp/ 

 

３．設   立 

昭和 46 年 12 月 17 日 

 

４．建学の精神・教育方針 

本学の建学の精神は、「誠実・研鑽・慈愛・信頼・和睦」である。 

この５つの言葉は、本学院設立者である故大野 誠先生が、自己との闘いの中に人間の

生き方を求めた過程の中で、昭和 29 年に座右の銘として、また人生哲学として選んだも

のである。その後、昭和 38 年に大野 誠先生が独力で学院を創立した際、「人間の歩む道

は他人と接し、その中で可否の評価を受けながら学ぶ道であり、それが教育の道である。」

との信念から、この５つの言葉を建学の精神として掲げた。 

これらの言葉は、個人として豊かな生活を送るために欠くことのできない条件であると

ともに、どのような組織においても通用する人間関係の基礎である。この５項目を実践す

ることにより、人間関係に潤いが生まれるばかりでなく、実りある幅広い人間関係をもた

らし、さらに人間が目指すべき社会の実現にもつながるのである。 

教育方針は「礼をつくし、場を清め、時を守る」の凡事徹底を掲げ、当たり前のことを

当たり前に実行できる健全有為な人間を育成することを目的としている。 

 

５．法人の沿革 

昭和 38 年 9 月 国際学院創立・公認大宮国際料理学院開校 

 41 年 4 月 公認富士服装学院（和裁科・洋裁科・編物科）開校（昭和 51 年 3 月閉校） 

 43 年 10 月 国際クッキングスクール開校 

 44 年 5 月 大宮国際料理学院を国際栄養学院と改称 

 45 年 4 月 国際栄養学院に調理師養成課程を設置 

 46 年 12 月 学校法人国際学院設立認可 

 48 年 4 月 大宮保育専門学校開校（幼稚園教員養成科設置）（昭和 59 年 3 月閉校） 

 49 年 4 月 大宮保育専門学校に保母養成科設置（夜間部） 

 50 年 4 月 大宮保育専門学校に幼稚園教員・保母養成科設置（昼間部） 

 51 年 3 月 国際栄養学院を国際調理師専門学校と改称・専修学校に移行（平成 23 年 3

月閉校） 

 52 年 4 月 国際栄養士専門学校開校（昭和 59 年 3 月閉校） 

 58 年 1 月 国際学院埼玉短期大学設置認可（幼児教育科・食物栄養科） 

  4 月 国際学院埼玉短期大学開学 

 63 年 4 月 国際学院伊奈高等専修学校開校（食品流通工学科・国際情報経営科・社会体

育科、※平成 4 年国際英語科設置）（平成 11 年 3 月閉校） 

平成 2 年  4 月 国際調理師専門学校の調理師科を調理師高度技術学科（2 年制）と調理師専

攻学科（1 年制）に改める。 

 7 年 4 月 国際学院埼玉短期大学に専攻科食物栄養専攻設置（学位授与機構認定専攻

科）修業年限 2 年 



2 

 

平成 8 年 4 月  国際学院埼玉短期大学に専攻科幼児教育専攻設置（学位授与機構認定専攻

科）修業年限 2 年 

 10 年 4 月 国際学院高等学校開校（全日制課程、総合学科） 

 11 年 4 月 国際調理師専門学校・国際学院高等学校がフランス国立グルノーブル技術専

門ホテル学校と姉妹校提携 

 14 年 4 月 国際学院高等学校通信制課程総合学科（広域制）設置 

※平成 26 年 4 月から普通科に学科転換、平成 29 年 3 月総合学科廃止 

 15 年 6 月 国際学院埼玉短期大学がオーストラリア・国立シドニー大学及び州立マッコ

ーリー大学と教育提携 

 15 年 10 月 国際調理師専門学校調理師専攻学科（夜間部）設置 

 17 年 10 月 国際学院高等学校がカナダ･アーチビショップカーニー中等学校と姉妹校提携 

 18 年 10 月 国際学院埼玉短期大学がカナダ・州立マラスピナ大学（現バンクーバーアイ

ランド大学）と姉妹校提携 

22 年４月 国際学院埼玉短期大学健康栄養学科内に専攻設置（栄養士専攻・調理師専攻） 

国際学院埼玉短期大学に調理師別科設置 修業年限 1 年 

国際学院埼玉短期大学専攻科に高度調理師専攻設置 修業年限 1 年 

国際学院高等学校 大宮学習センター開設 

22 年 7 月 国際学院高等学校がユネスコスクールに認定・加盟 

 23 年 4 月 国際学院埼玉短期大学専攻科にキャリア開発専攻設置 修業年限 1 年 

25 年 4 月 国際学院中学校開校 

26 年 9 月 国際学院中学校高等学校がマレーシア・王立アラム・シャー中等学校と教育

提携 

30 年 12 月 国際学院が国連グローバル・コンパクト(UNGC)に署名、グローバル・コン

パクト・ネットワーク・ジャパン(GCNJ)に加入 

 

６．設置する学校・学科等 

学校法人国際学院 理事長 大野博之 

（１）国際学院埼玉短期大学（〒330-8548 埼玉県さいたま市大宮区吉敷町 2 丁目 5 番地） 

学長 大野博之 

幼児保育学科 

健康栄養学科（食物栄養専攻 / 調理製菓専攻） 

専攻科 健康栄養専攻 

専攻科 幼児保育専攻 

専攻科 高度調理師専攻 

専攻科 キャリア開発専攻 

調理師別科 

 

（２）国際学院高等学 校（〒362-0806 埼玉県北足立郡伊奈町小室 10474 番地） 

校長 大野博之 

普通科（全日制課程） 

総合学科（全日制課程） 

普通科（通信制課程） 

 

（３）国際学院中学 校（〒362-0806 埼玉県北足立郡伊奈町小室 10474 番地） 

校長 大野博之 
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７．当該学校・学科等の入学定員、学生数の状況 

令和 7 年 5 月 1 日現在    
  

(人） 

学  校  名 学部・学科等名 開設年度 入学定員 入学者 収容定員 在籍者 

国際学院埼玉短期大学 

 幼児保育学科 昭和 58 120 63 240 114 

 健康栄養学科 

食物栄養専攻 

   調理製菓専攻 

 

昭和 58 

平成 22 

 

80 

40 

 

43 

23 

 

160 

80 

 

84 

42 

小計   240 129 480 240 

専攻科 健康栄養専攻  平成 7 10 0 20 0 

専攻科 幼児保育専攻  平成 8 10 0 20 0 

専攻科 高度調理師専攻 平成 22 40 0 40 0 

専攻科 ｷｬﾘｱ開発専攻 平成 23 20 0 20 0 

小計   80 0 100 0 

合計   320 129 580 240 

国際学院高等学校 

 普通科 （全日制課程） 平成 28 80 62 240 203 

 総合学科（全日制課程） 平成 10 160 200 480 547 

普通科 （通信制課程） 平成 26 80 6 240 54 

合計  320 268 960 784 

国際学院中学校  平成 25 80 0 240 0 

総      計 720 397 1,780 1,024 

 

 ８．収容定員充足率 

毎年度５月 1 日現在 

学 校 名 令和 3 年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度 

国際学院埼玉短期大学 0.71 0.61 0.58 0.55 0.41 

国際学院高等学校 0.75 0.77 0.81 0.82 0.82 

国際学院中学校 0.15 0.18 0.13 0.08 0.00 

 

毎年度 5 月 1 日現在 

学校名 学部・学科名 
令和 

3 年度 

令和 

4 年度 

令和 

5 年度 

令和 

6 年度 

令和 

7 年度 

国際学院

埼玉短期

大学 

幼児保育学科 0.76 0.65 0.59 0.53 0.48 

健康栄養学科 0.64 0.57 0.58 0.64 0.53 

専攻科 0.00 0.00 0.03 0.00 0.00 

計 0.71 0.61 0.58 0.58 0.42 

 

国際学院

高等学校 

全日制・普通科 0.59 0.70 0.84 0.86 0.85 

全日制・総合学科 1.15 1.11 1.10 1.07 1.14 

通信制・普通科 0.13 0.17 0.19 0.27 0.23 

計 0.75 0.77 0.81 0.82 0.82 

国際学院

中学校 

 
0.15 0.18 0.13 0.08 0.00 
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９．役員・教職員の概要 

（１）役員 

令和 7 年 4 月 1 日現在 理事及び監事〈理事定数：5～7 名〉〈監事定数：2～3 名〉 

 

役職名 

 

氏 名 

 

就任年月日 

常勤・

非常勤

の別 

 

主な現職等 

理事 

(理事長) 

大野 博之 

 

 

平成 11.04.01 

(平 30.04.01) 

常 勤 国際学院埼玉短期大学 学長・教授 

国際学院中学校高等学校 校長 

理事 
（副理事長） 

大野 満奈 

 

令和 04.12.09 常 勤 国際学院埼玉短期大学 

教育研究所長・教授 

国際学院中学校高等学校 校長代行 

理事 清水 誠 

 

 

平成 29.04.01 常 勤 国際学院埼玉短期大学 副学長・教授 

国際学院中学校高等学校 学事顧問 

理事 小山 有一朗 

 

 

平成 28.04.01 常 勤 国際学院埼玉短期大学 事務局長 

大学改革推進センター長・学生支援センター長 

法人事務局総務部長 

理事 柴崎 篤房 

 

 

平成 19.05.23 非常勤 元埼玉県副知事 

理事 柴山 佳久 

 

 

令和 02.04.01 非常勤 弁護士 小川・柴山法律事務所 

監事 竹田 貴文 

 

 

平成 29.05.29 非常勤 元短期大学基準協会 理事・事務局長 

前全国大学実務教育協会理事・事務局長 

監事 深澤 邦光 

 

 

令和 05.04.01 非常勤 税理士 

深澤邦光税理士事務所 

監事 室久保 貞一 

 

令和 05.04.01 非常勤 埼玉経済同友会シニアアドバイザー 
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（２）評議員 

令和 7 年 4 月 1 日現在 〈定数：11～15 名〉 

氏 名 就任年月日 主な現職等 

大野 博之 

 

平成 07.04.1 国際学院埼玉短期大学 学長・教授 

国際学院中学校高等学校 校長 

 

平林 千明 令和 04、12.09 国際学院埼玉短期大学 大学改革推進センター次長 

学務部長 

法人事務局総務部総務課長 

余座 正規 

 

平成 26.04.01 国際学院中学校高等学校 副校長 

 

大野 彰久 

 

令和 05.04.01 

 

国際学院中学校高等学校 高等学校全日制課程教頭 

 

島村 悟 

 

令和 05.04.01 国際学院埼玉短期大学 事務長・総務課長 

法人事務局企画調整課長 

大野 智子 

 

平成 20.04.01 社会福祉法人「誠心会」理事長 

社会福祉法人「誠心会」あおぞらウィンクルム保育園園長 

国際学院埼玉短期大学客員教授 

中村 治美 

 

平成 23.04.01 群馬大学ダイバーシティ推進センター両立支援アドバ

イザー 

大野 満奈 

 

平成 26.04.01 国際学院埼玉短期大学 教授 

国際学院中学校高等学校 校長代行 

清水 誠 

 

平成 29.04.01 国際学院埼玉短期大学 副学長・教授 

国際学院中学校高等学校 学事顧問 

小山 有一朗 平成 28.04.01 国際学院埼玉短期大学 事務局長 

大学改革推進センター長・学生支援センター長 

法人事務局総務部長 

柴崎 篤房 

 

平成 19.05.23 元埼玉県副知事 

柴山 佳久 

 

令和 02.04.01 弁護士 小川・柴山法律事務所 

内堀 惠子 

 

平成 10.04.01 国際クッキングスクール校長 

 

（３）教職員の概要 

令和 7 年 5 月 1 日現在                        （単位：人） 

学   校   名 
専任 

教員 

平均 

年齢 

非常勤 

講師 

専任 

職員 

平均 

年齢 

臨時 

職員 

合計 

 

法人部門 0 ― 0 1 37.0 0 1 

国際学院埼玉短期大学 27 53.1 34 20 48.6 8 89 

国際学院高等学 校 54 40.5 34 8 58.5 0 96 

国際学院中学校  3 50.3 0 0 ― 0 3 

学院全体 84 44.9 68 29 51.4 8 189 

※臨時職員には派遣職員を含む 



令和7年4月1日現在

センター

　

　
　理事長 

学　長 　
事務局長　

館長（兼）

教　務　部

  室長　
学　生　部

アドミッション・オフィス
オフィス

地域連携センター
ｾﾝﾀｰ

企画調整課 課長(兼)

事  務  課

大学改革推進センター 

学校法人国際学院 令和7年度　組織表【１】

法 人 事 務 局 総 務 部 総務課 課長(兼) 

国 際 交 流 セ ン タ ー

内 部 監 査 室

学　長　室

評議員会
短期大学 医務室
中学校高等学校 保健室

ｷ ｬ ﾘ ｱ 開 発 専 攻

幼児保育学科

保健管理センター

ｾﾝﾀｰ( 校医)
　 健 康 栄 養 専 攻

 広  報  室

専 攻 科

幼 児 保 育 専 攻

高度調 理師 専攻

 会計監査人
(定時評議員会

終結後設置)

事　務　部

理事会 短　期　大　学
健康栄養学科

監事 図　書　館

教育研究所
所長日本文化研修館

中学校高等学校 庶　務　課

セミナーハウス(葵寮)

・人事委員会

・教員選考委員会

・人権委員会

・個人情報保護委員会

・特待生・奨学生選考委員会

・財務委員会

・危機管理委員会

会　計　課　

学務部(学生支援センター)
学務部

学
　
務
　
課

医務室

 　教務担当

 　学生支援担当

事務局長
　

 学務課

財務会計担当 （兼）

ICT推進 室長 （兼）

ディベロップメンタル・エデュケーション(DE)センター

センター

 



事務室

センター　
（主任

（主任

（主任

（主任　
高等部
全日制課程

　　 （主任　
  理事長　

校　長　
校長代行　 （主任

（部長 、主任

（主任　
　

（主任　

（主任　

（主任　

一貫部

高等学校
通信制課程

令和7年4月1日現在

第　1　学　年

事務長 総務課

内部監査室

法 人 事 務 局

学校法人国際学院 令和7年度組織表【２】

学　　務　　部

国 際 交 流 セ ン タ ー

※印は、一貫部と高等部を
兼務することを表す

保健管理センター
第　2　学　年

ｾﾝﾀｰ（校医）
 

評議員会

短期大学　医務室
中学校高等学校　保健室

第　3　学　年

進 路 指 導 部 ※

短　期　大　学
教　　務　　部 ※

理事会 中 学 校 高 等 学 校 教 頭
生 徒 指 導 部

(兼)総合学科長

副校長　
広 報 募 集 部

ESD 推 進 室
監事

ICT 推 進 室

調 理 師 専 攻

 会計監査人
(定時評議員会
終結後設置)

保　　健　　部

広報室　　　

キャリア主任　

教 頭 第 4 学年　～　6学年　

(兼)普通科長

日本文化研修館

教 頭 主幹

新中学校教育検討委員会

スクールカウンセラー
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令和 7 年度事業報告の概要 

令和 8 年５月 27 日 

 

１．法人関係 

令和 7 年度学院全体会 

 ・令和 7 年度は令和７年 4 月 1 日に、オンライン開催による学院全体会を行った。 

 ・当日は、理事長・学長・校長から新年度を迎えるにあたっての所感が述べられ、法人

本部からは教職員の倫理綱領、令和 7年度の事業計画及び予算概要についての話があった。

法人全体の会合であり、教職員一同が本学院への想いを新たにし、令和７年度のスタート

にあたって、学院の一層の充実発展を期した。 

 

 

２．短期大学、中学校高等学校共通の主な取組 

（１）卒業研究発表会 

 ・短期大学 令和 8 年 1 月 20 日、プレゼンテーション部門及びパフォーマンス部門合わ

せて 25 グループ（幼児保育学科 12、健康栄養学科 13） 

・高等学校全日制課程 令和 8 年 2 月 17 日 上尾富士住建ホール、生徒全員 

高等学校通信制課程 令和 8 年 2 月 10 日 大宮キャンパス、生徒全員 

 

（２）五峯祭 

 ・短期大学 令和 7 年 11 月 9 日開催、来学者概数 1,006 名（内卒業生 118 名） 

・高等学校通信制課程 令和 7 年 11 月 9 日開催、来校者概数 300 名 

 ・中学校高等学校 令和 7 年 9 月 13 日・14 日開催、来校者概数 1,143 名 

 

（３）体育大会 

 ・短期大学 令和 7 年 5 月 16 日 上尾運動公園体育館 

 ・中学校高等学校 令和 7 年 5 月 28 日 鴻巣市陸上競技場 

 



３．短期大学関係 

（１）入学定員充足率の減少と対応 

 ・入学定員充足率が 80％を下回る場合、修学支援新制度の対象から、また、50％を下回

る場合は経常費補助金の対象から除外されることになり、現状は、極めて厳しい状況。 

 ・委託訓練については、保育士・栄養士・調理師の三つの養成コースを開設し、入学定

員充足率を補完する効果をもたらしている。 

 

（２）第 40 回幼児絵画展、第 32 回味彩コンテスト実施 

 ・令和 7 年 10 月 4 日開催 幼児絵画展応募作品数:798 点、応募園数 89 園 

 ・令和 7 年 8 月 5 日開催 味彩コンテスト応募作品数:277 点（一般の部 130 点、高校の

部 147 点） 

 

（３）IR の普及・活用に向けた合同研修会 

 ・本学における IR 機能強化に向け、埼玉県私立短期大学協会加盟校との合同研修会を実 

施し、本格の取組を発信するとともに、他大学への普及に向けた取組を実施する。 

 日 時：令和７年９月２日（オンライン開催） 

 

（４）大学改革助言・評価委員会 

 ・本学の 3 ポリシーを踏まえて、本学の取組の適切性に係る点検・評価について学外の 

参画を経て実施し、教育の質向上に向けたサイクルを確立ために実施。 

 日 時：令和７年９月４日（オンライン開催） 

 

（５）高大連携会議・合同研修会開催 

 ・高等学校と連携したプレカレッジの実施、入学者選抜の妥当性、持続的な地域コミュ

ニティの基盤を形成する人材育成等について協議及び研修 

日 時：令和 6 年９月 25 日（オンライン開催） 

 

４．中学校高等学校関係 



（１）海外研修 

 ・研修先 オーストラリア（シドニー） 

・第１団：令和 7 年 9 月 24 日～29 日 

 第２団：令和 7 年 9 月 25 日～30 日 

・参加者 高校第 2 学年 165 名 

 

・研修先：台湾 高雄市立新荘高級中學 

・令和 7 年 10 月 30 日～11 月 2 日 

・参加者 高校第 2 学年 ２名  

 

（２）部活動（主な記録） 

 ①サッカー部 

・高円宮杯埼玉県 U-18 サッカーリーグ SS1 リーグ SS1 リーグ１位 

・高校サッカー選手権埼玉大会 ベスト 16 

 

 ①射撃部 

・全国高校選手権大会 団体戦優勝 

・東アジアユース大会 銀メダル 

・全国選抜大会    準優勝 

・関東選抜大会    4 種目優勝 

 

 ②陸上部 

・第 80 回埼玉県陸上競技選手権大会 300m ハードル 優勝 円盤投 6 位入賞 

・令和 7 年度全国高等学校総合体育大会 七種競技 8 位入賞 

 

（３）その他 

①令和 7 年度 台湾 私立 立人高級中學との国際交流 

令和 7 年 4 月 14 日（火）（於：伊奈キャンパス） 



学校名：台湾台中市 私立立人高級中學 

来校者 生徒 35 名、校長 1 名、教員１名、ガイド・通訳 2 名 計 39 名 

参加者 第 1 学年 11 名、第 2 学年 22 名、第 3 学年 12 名 計 45 名 

 

②令和 7 年度 中国 南通諾徳学校交流 

令和 7 年 7 月 15 日（火）～18 日（金）（於：伊奈キャンパス） 

学校名：中国江蘇省 南通徳弗外国語学校 

来校者 生徒 12 名、教員 2 名、コーディネーター1 名 計 15 名 

参加者 第 1 学年 14 名、第 2 学年 23 名 

 

③伊奈町学校開放講座（陸上競技教室） 

令和７年 11 月 23 日（日）・30 日（土）・12 月７日（日） 

主 催 伊奈町教育委員会生涯学習課 

テーマ 「短期間で足が速くなる」 

講 師 横山翔・須藤美桜・鎌田智之（外部） 

受講者 53 名 

 

④伊奈町学校開放講座（理科実験教室） 

令和７年 11 月 15 日（土） 

主 催 伊奈町教育委員会生涯学習課 

講 師 佐々木智美・牛田博和・平田健司 

受講者 3 名 
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Ⅲ 財務の概要 

（１）決算の概要 

① 貸借対照表関係 

② 事業活動収支計算書関係 

③ 資金収支計算書関係 

（２）その他 

（３）経営状況の分析、経営上の成果と課題、今後の方針・対応等 
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（１） 決算の概要 
 
① 貸借対照表関係 

ア）貸借対照表の状況と経年比較 

貸借対照表は、「資金収支」と「事業活動収支」の決算により確定した令和７年度末における資

産・負債・基本金等の状況を表しています。 

『資産の部合計』は、112 億 10 百万円で、前年度末に比較し 3 億 85 百万円の減少となりまし

た。主な要因は、流動資産のうち現金預金の減少によるもので、負債である借入金を繰上げて返

済したためです。この結果、『負債の部合計』は、14 億 39 百万円で、前年度末に比較し 4 億 31

百万円減少しました。 

「基本金」は第 1 号基本金が 4 億 61 百万円増加し、第 3 号基本金が 2 百万円減少しました。 

以上の結果、純資産は、97 億 71 百万円となり、前年度末に比較して 46 百万円増加しました。 

 

イ）財務比率の経年変化 

運用資産 - 外部負債
経常支出

流動資産
流動負債

総負債
総資産

現金預金
前受金

基本金
基本金要組入額

運用資産
要積立額

財務比率　

9.3 △ 11.3 24.2 20.8

７年度３年度 ４年度 ５年度 ６年度

1 運用資産余裕比率 △ 14.2

算　式　(×100）

2 流動比率 119.9

3 総負債比率 19.8

149.1 134.5

18.1 16.1

92.8 94.1 93.2

268.6 252.0229.1

21.2 15.4

151.8 130.3

16.1 12.8

310.6 221.4

6 積立率 21.5 23.8 21.4

5 基本金比率 95.0 95.5

4 前受金保有率

3年度 4年度 5年度 6年度 7年度 前年度比較

10,842 10,516 10,411 10,143 10,184 41

1,171 1,346 1,149 1,452 1,027 △ 425

12,013 11,862 11,559 11,595 11,210 △ 385

1,406 1,242 1,046 913 651 △ 262

976 903 815 957 788 △ 169

1,522 1,330 1,151 984 688 △ 296

2,382 2,145 1,860 1,870 1,439 △ 431

14,903 14,995 15,270 15,535 15,996 461

180 200 220 0 0 0

120 120 120 120 118 △ 2

105 105 105 105 105 0

15,308 15,420 15,715 15,760 16,219 459

△ 5,677 △ 5,702 △ 6,016 △ 6,035 △ 6,448 △ 413

9,630 9,718 9,699 9,725 9,771 46

年　度　

資
産
の
部

 固 定 資 産

流 動 資 産

資産の部合計　Ａ

※ 上記表は全て百万円未満を四捨五入しているため、合計金額等が一致しない場合がある。

負
債
の
部

純資産(C+D)＝（A-B）

繰越収支差額　 Ｄ

基
本
金

  第１号基本金

  第２号基本金

  第３号基本金

  第４号基本金

基本金の部合計　Ｃ

（単位：百万円）  

  固 定 負 債

  流 動 負 債

(内借入金)

負債の部合計　Ｂ
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② 事業活動収支計算書関係 

ア）事業活動収支計算書の状況と経年比較 

事業活動収支は、教育事業の「教育活動収支」、財務活動を中心とする教育活動以外の経常

的な活動としての「教育活動外収支」、臨時的な収支である「特別収支」により、それぞれの活動

の収支を明らかにするものです。「教育活動収支」と「教育活動外収支」の合計としての経常収支

は 25 百万円の黒字となり、特別収支を加えた基本金繰入前収支差額は 47 百万円の黒字となり

ました。また、基本金組入額 4 億 62 百万円を控除した後のすべての諸活動の収支（当年度収支

差額）は、4 億 15 百万円の赤字となりました。これは、主として借入金返済に伴う組入基本金の

増加によるものです。 

３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 前年度比較

事業活動収入の部

学生生徒等納付金収入 862 829 817 748 716 △ 32

手数料 44 41 36 38 39 1

寄付金 69 81 125 158 169 11

経常費等補助金 416 416 394 382 388 6

付随事業収入 2 7 33 53 37 △ 16

雑収入 38 97 39 59 43 △ 16

教育活動収入計 1,432 1,470 1,444 1,437 1,392 △ 45

事業活動支出の部

人件費 747 814 738 757 688 △ 69

教育研究経費 508 558 606 532 551 19

管理経費 122 124 132 138 121 △ 17

教育活動支出 1,377 1,497 1,476 1,428 1,361 △ 67

教育活動収支差額 55 △ 27 △ 32 10 32 22

事業活動収入の部

受取利息・配当金 0 0 0 1 3 2

その他の教育活動外収入 0 0 0 0 0 0

教育活動外収入計 0 0 0 1 3 2

事業活動支出の部

借入金等利息 12 11 9 8 10 2

その他の教育活動外支出 0 0 0 0 0 0

教育活動外支出計 12 11 9 8 10 2

教育活動外収支差額 △ 12 △ 11 △ 9 △ 8 △ 7 1

43 △ 38 △ 41 2 25 23

事業活動収入の部

資産売却差額 0 121 0 0 0 0

その他の特別収入 19 4 22 24 35 11

特別収入計 19 125 22 24 35 11

事業活動支出の部

資産処分差額 6 0 0 0 3 3

その他の特別支出 0 0 0 0 10 10

特別支出計 6 0 0 0 14 14

特別収支差額 13 125 22 24 22 △ 2

56 87 △ 19 26 47 21

△ 267 △ 112 △ 295 △ 45 △ 462 △ 417

△ 211 △ 25 △ 313 △ 19 △ 415 △ 396

△ 5,466 △ 5,677 △ 5,702 △ 6,015 △ 6,035 △ 20

0 0 0 0 2 2

△ 5,677 △ 5,702 △ 6,016 △ 6,035 △ 6,448 △ 413

1,523 1,595 1,466 1,462 1,431 △ 31

1,394 1,507 1,485 1,436 1,384 △ 52

経常収支差額

特
別
収
支

科　　　　目

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　                                                  （単位：百万円）

教
育
活
動
収
支

教
育
活
動
外
収
支

※ 上記表は全て百万円未満を四捨五入しているため、合計金額等が一致しない場合がある。

基本金組入前当年度収支差額

基本金組入額合計

当年度収支差額

前年度繰越収支差額

翌年度繰越収支差額

事業活動収入計

事業活動支出計

(参考）

基本金取崩額
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イ）財務比率の経年比較 

 

 

③ 資金収支計算書関係 

ア）資金収支計算書の状況と経年比較 

資金収支計算は、令和７年度に行った諸活動に対する全ての資金の動きを記録するとともに、

現金や預貯金の支払資金の結果を表しています。 

令和７年度資金収支決算総額は約 35 億 21 百万円となります。収入の部では、埼玉県補助金に

よる授業料等軽減額を含め学生生徒等納付金収入は対前年度 32 百万円減の 7 億 16 百万円と

なりました。また、埼玉県からの委託訓練事業が 16 百万円減少しました。支出の部では、人件費

支出が対前年度 66 百万円減少、教育研究経費支出が 14 百万円の増加、管理経費支出が 17

百万円減少しました。施設関係支出では、伊奈ｷｬﾝﾊﾟｽ ﾏｺﾄﾎｰﾙ空調機新設工事、浄化槽機器

整備工事ほかを、設備関係支出では、調理機器、双眼実体顕微鏡ほかを整備しました。また、市

中銀行からの借入金のうち、2 億円を繰り上げて返済しました。この結果、令和７年度支出は全体

では 25 億 53 百万円で、対前年度 4 億 35 百万円増加、翌年度繰越支払資金は 9 億 69 百万円

となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人件費

教育研究経費

管理経費

基本金組入前当年度収支差額

学生生徒等納付金

経常収支差額

1 人件費比率 52.2 55.4 51.1 52.7 49.3
経常収入

６年度 ７年度財務比率 算　式　(×100）

2 教育研究経費比率 35.5 38.0 42.0 39.5
経常収入

管理経費比率 8.5 8.5 9.1 9.6 8.5
経常収入

37.0

3

5

6 経常収支差額比率 3.0

事業活動収入
学生生徒等
納付金比率

60.2
経常収入

4
事業活動収支差額

比率
3.9

３年度 ４年度 ５年度

1.8
経常収入

△ 2.6 △ 2.8 0.1

3.3

56.4 56.6 52.0 51.3

5.5 △ 1.3 1.8



- 5 - 

 

 

 

 

３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 前年度比較

人件費支出 747 784 738 754 688 △ 66

教育研究経費支出 334 365 409 375 389 14

管理経費支出 103 106 113 124 107 △ 17

借入金等利息支出 12 11 9 8 10 2

借入金等返済支出 192 192 179 167 359 192

施設関係支出 20 3 45 32 169 137

設備関係支出 121 21 40 88 47 △ 41

資産運用支出 20 20 20 0 0 0

その他の支出 636 788 761 705 903 198

資金支出調整勘定 △ 114 △ 104 △ 63 △ 134 △ 119 15

当年度支出合計 2,071 2,186 2,252 2,118 2,553 435

翌年度繰越支払資金 1,137 1,286 1,096 1,345 969 △ 376

支出の部合計 3,208 3,473 3,346 3,464 3,521 57

　【支出の部】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 前年度比較

学生生徒等納付金収入 862 829 817 748 716 △ 32

(学生生徒等納付金総額） 945 900 891 815 784 △ 31

(埼玉県補助金による軽減額） △ 83 △ 71 △ 75 △ 66 △ 68 △ 2

手数料収入 44 41 36 38 39 1

寄付金収入 69 81 132 162 169 7

補助金収入 431 420 403 399 421 22

資産売却収入 0 255 0 0 0 0

付随事業・収益事業収入 2 7 33 53 37 △ 16

受取利息・配当金収入 0 0 0 1 3 2

雑収入 24 97 29 59 35 △ 24

借入金等収入 0 0 0 0 62 62

前受金収入 496 479 435 433 438 5

その他の収入 627 673 702 1011 743 △ 268

資金収入調整勘定 △ 535 △ 544 △ 527 △ 534 △ 485 49

前年度繰越支払資金 1,187 1,137 1,286 1,096 1,345 249

収入の部合計 3,208 3,473 3,346 3,464 3,521 57

【収入の部】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　（単位：百万円）
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イ）活動区分収支計算書の状況と経年比較 

活動区分資金収支計算書とは、その資金収支計算書を「①教育活動による資金収支」「②

施設整備等活動による資金収支」「③その他の活動による資金収支」の３つの活動区分別に

表示した計算書で、企業会計のキャッシュ・フロー計算書（営業活動・投資活動・財務活

動）のように活動ごとの収支状況を明確にするために作られたものです。令和７年度の収

支は、教育活動では、1億 83 百万円の収入超過、施設設備等活動では 1億 31 百万円の支

出超過、その他の活動では 4億 28 百万円の支出超過となり、翌年度の支払資金は、9億 69

百万円となりました。 

 

 
ウ）財務比率の経年比較 

 

3年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 前年度比較

教育活動資金収入計 1,418 1,470 1,434 1,437 1,384 △ 53

教育活動資金支出計 1,184 1,256 1,259 1,253 1,184 △ 69

差引 234 214 175 184 201 17

調整勘定等 △ 11 △ 13 △ 78 51 △ 17 △ 68

教育活動資金収支差額（A) 223 200 97 235 183 △ 52

0

設備整備等活動資金収入計 15 4 16 241 32 △ 209

設備整備等活動資金支出計 160 45 105 121 216 95

差引 △ 146 △ 41 △ 89 120 △ 184 △ 304

調整勘定等 63 14 △ 1 △ 35 53 88

設備整備等活動資金収支差額（B) △ 83 △ 27 △ 90 85 △ 131 △ 216

141 173 7 320 52 △ 268

0

その他の活動資金収入計 601 906 655 743 709 △ 34

その他の活動資金支出計 792 930 852 817 1,137 320

差引 △ 191 △ 24 △ 197 △ 70 △ 428 △ 358

調整勘定等 0 0 0 0 0 0

その他の活動資金収支差額（Ｃ） △ 191 △ 24 △ 197 △ 70 △ 428 △ 358

△ 50 149 △ 190 249 △ 375 △ 624

1,187 1137 1,286 1,096 1,345 249

1,137 1,286 1,096 1,345 969 △ 376翌年度繰越支払資金

※ 上記表は全て百万円未満を四捨五入しているため、合計金額等が一致しない場合がある。

小　計（A＋B）

その他の活動による資金収支

支払資金の増減額（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

前年度繰越支払資金

施設整備等活動による資金収支

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　                                                         　 （単位：百万円）

教育活動による資金収支

教育活動収支差額

ウ）財務比率の経年比較

財務比率

教育活動資金収支
差額比率

1

７年度

0.7△ 2.2△ 1.8
教育活動収入

3.8

算　式　(×100） ３年度 ４年度 ５年度 ６年度

2.3
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 （２） その他 

 

 

  

①学校債の状況

本年度末残高（円） 利率 償還期限

昭和57年4月21日

昭和58年4月21日

②寄付金の状況

金　額　（円）

68,138,720

③補助金の状況

金　額　（円）

47,651,000

24,801,200

29,375,040

68,502,210

30,000,000

発行年度

災害時に備えた社会的インフラの
自衛的な燃料備蓄の推進事業費
補助金

主な寄付金の使用実績等

主として教育施設・設備整備による教育環境充実のために充当

2,290,000昭和５３～５４年 2%

父母負担軽減事業補助金

授業料等減免費交付金

私立学校運営費補助金

教育振興資金（一般寄付金）

主な補助金の内容

私立大学等経常費補助金

寄附金
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（３）経営状況の分析、経営上の成果と課題、今後の方針・対応等 

 

① 経営状況の分析 

国際学院の財務状況を日本私立学校振興・共済事業団の「定量的な経営判断指標に基づく経営

状態の区分（法人全体）」における経営区分の確認を行った結果、Ａ３（正常状態）区分であっ

た。 

 

Ａ３ 教育活動資金収支差額が３ヶ年のうち２ヶ年以上黒字である。 

   外部負債を約定年数又は 10年以内に返済できる。 

   修正前前受金保有率が 100％以上である。（修正前受金保有率＝運用資産／前受金） 

   経常収支差額が３ヶ年のうち２ヶ年以上黒字である。 

   黒字幅が 10％未満である。 

※本黒字幅が小さく、施設設備の拡充や借入金返済の財源が 十分に生み出せない状態 

 

② 経営上の成果と課題 

令和 7年度決算では、事業活動収支が黒字となった。また、部門別決算では、短期大学、高等学

校（通信制）の 2部門が赤字。高等学校（全日制）が黒字であった。短期大学における学生数確保

を主とした収支改善、中学校の再開に向けた具体的な検討が課題である。 

 

③ 今後の方針・対応等 

現下の厳しい財務運営状況に鑑み、人件費等の固定費を抜本的に見直し、コストカットを最大

限、実施していくとともに、以下に掲げる事項を着実に実行し、中期的な財務運営の安定を図って

いく。 

・KG 第Ⅵ期中期計画（令和 7年～令和 12 年）の下、教育活動の成果を可視化・公表してい

く。短期大学では、全国学生調査を中心として、学生の学修等状況把握や教育内容の改善に活

用していく。 

・新しい時代に相応しい教育機関であるために、全ての分野においての改革を推進して行く。教

育の質保証と教育の質的転換・学生生徒の支援・ガバナンス強化・GC・ＳＤＧｓの推進を図

る。コンプライ・オア・エクスプレイン（Comply or Explain）の徹底とともに内部質保証を

推進していく。 

・学生生徒一人ひとりの自己実現を支え、その成長と成果を最大化する「スチューデントサクセ

ス」の取組を全学的に推進し、学修・学生生活を包括的に支援するための取組に力を注いでい

く。 

・対話による、不断の自己点検・評価を通じて、教育機関としての質の向上を図っていく。短期

大学では Academic Integrity（学問的倫理基準）を中心に、中学校高等学校では School 

Integrity（学校倫理基準）中心に、教育活動を展開していく。 

・短期大学と高等学校の授業料改訂を踏まえて、ICT を中心に教育環境の整備を図る。 

・休校中の中学校は令和 10 年度からの再開を目指し、具体的に検討を重ねていく。 



 

 

 

 

令和 7年度 事業報告書 №４ 

 

Ⅳ．行事、入学試験・進路状況等 

 

〔１〕短期大学 ················································· 1 

               項目１～16 行事 

                 17   入学試験 

                 18   進路状況等 

〔２〕高等学校 ················································· ７ 

               項目１～35 行事 

                 36   入学試験 

                 37   進路状況 

〔３〕中 学 校 ················································· 14 

        項目１～20 行事 

                  20～21 入学試験、進路状況等 

 

 

 

 

 

学校法人 国際学院 
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〔１〕 国際学院埼玉短期大学 

 

１．オリエンテーション 

  令和 7年 3月 31日（月）・4月 2日（水）～5日（土） 

 

２．委託訓練生 入校式 

  令和 7年 4月 1日（火） 

   入校生 幼児保育学科（保育士養成科）             3 名 

       健康栄養学科食物栄養専攻（栄養士養成科）       9 名 

健康栄養学科調理製菓専攻（調理師養成科）        0 名 

合 計                   12 名 

 

３．入学式 

令和 7年 4月 3日（木）（於：伊奈キャンパス MAKOTO HALL） 

入学生 幼児保育学科                    59名 

健康栄養学科食物栄養専攻              43名 

健康栄養学科調理製菓専攻              23名 

合 計                 125名 

 

４．令和 7年度 体育大会   

    令和 7年 5月 16日(金)  上尾運動公園体育館 

    テーマ「真実一路～ Play as a team,Win as a team ～｣ 

参加者 学生全員 

 

５．国内研修 

研修先：東北コース（仙台） 

令和 7年 5月 28 日（水）～30日（金） 

参加者 2年生 19名 

※内訳：幼児保育学科 3名、健康栄養学科 16名（食物栄養専攻 10名、調理製菓専攻 6名） 

 

研修先：横浜コース 

令和 7年 5月 30 日（月） 

参加者 2年生 8 名 

※内訳：幼児保育学科 6名、健康栄養学科 2名（食物栄養専攻 2名、調理製菓専攻 0名） 

 

６．海外研修 

研修先：オーストラリア（ブリスベン・ゴールドコースト） 

令和 7年 6月 12 日（木）～17日（火） 

参加者 2年生 9 名 

※内訳：幼児保育学科 4名、健康栄養学科 5名（食物栄養専攻 1名、調理製菓専攻 4名） 

 

７．第 32回「味彩コンテスト」 

第二次審査選考会：令和 7年 8月 5日（火） 

応募作品数 277点（一般の部 130点・高校の部 147点）  

各賞名称 

・最優秀作品賞 

・埼玉県知事賞 

・さいたま市長賞 

・審査委員長賞 

・埼玉県芸術文化祭実行委員会会長賞 

・埼玉県教育委員会教育長賞 
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・さいたま市教育委員会教育長賞 

・全国農業協同組合連合会埼玉県本部運営委員会会長賞 

・埼玉新聞社社長賞 

・テレビ埼玉社長賞 

・ＮＨＫさいたま放送局長賞 

・国際学院埼玉短期大学同窓会会長賞 

 

本学受賞者 9名 

 最優秀作品賞            田口 拓路  健康栄養学科 2年 C組 

埼玉県知事賞            若井 江梨子 健康栄養学科 2年 B組 
埼玉県教育委員会教育長賞      門田 薫   健康栄養学科 2年 A組 

さいたま市教育委員会教育長賞    山下 凉花  健康栄養学科 2年 C組 

全国農業協同組合連合会埼玉県本部運営委員会会長賞   斉藤 孝枝  健康栄養学科 1年 A組 

埼玉新聞社社長賞          伊藤 順子  健康栄養学科 2年 A組 

テレビ埼玉社長賞          伊藤 恵美理 健康栄養学科 1年 A組 

国際学院埼玉短期大学同窓会会長賞  中野 美帆  健康栄養学科 1年 A組 

国際学院埼玉短期大学同窓会会長賞  鈴木 美々愛 健康栄養学科 2年 A組 

 

８．食卓作法 

西洋料理テーブルマナー 

令和 7年 9月 4日(木） 両学科 1年生 

会場：パレスホテル大宮 

 

９．おもちゃインストラクター養成講座 

令和 7年 9月 3日（水） 

受講者：幼児保育学科 1年生 41名（受講者全員に認定証授与） 

 

10．第 40回記念 幼児絵画展 

令和 7年 10月 4日（土） 

応募作品数  798点（801点） 

応募園数   89園（90園） 

（幼稚園 25園（22園）・保育園 53園（57園）・認定こども園 11園（11園）） 

※（ ）：昨年度実績。 

各賞名称 

・最優秀作品賞 

・埼玉県知事賞 

・審査委員長賞 

・埼玉県芸術文化祭実行委員会会長賞 

・埼玉県教育委員会教育長賞 

・埼玉県芸術文化祭実行委員会奨励賞 

・埼玉県国公立幼稚園・こども園長会会長賞 

・全埼玉私立幼稚園連合会会長賞 

・埼玉県保育協議会会長賞 

・埼玉新聞社社長賞 

・テレビ埼玉社長賞 

・ＮＨＫさいたま放送局長賞 

 ・国際学院埼玉短期大学同窓会「つくし会」会長賞 

・審査委員賞 

・国際学院埼玉短期大学奨励賞 

 

 11．五峯祭 

令和 7年 11月 9 日（日） 

来学者概数 1,006名（内卒業生 118名） 

入場制限を設けず、専門知識や技術等学修成果を公開 
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 12. 学院創立記念学長講話 

演 題 『「Keep Learning のすゝめ」～幸福の技法～』 

開催日 令和 7年 12月 8日（月）  

形 式 オンライン 

 

13. 校外実習・教育実習 体験発表会 

令和 8年 2月 5日（水）101教室 

対象学生 健康栄養学科食物栄養専攻 1・2年生 

 

14. 卒業研究発表会 

令和 8年 1月 20 日（火） 

幼児保育学科：12グループ 

健康栄養学科：13グループ 

（1）最優秀賞 

プレゼンテーション部門 

●幼児保育学科【特別支援保育ゼミ】指導教員 東 敦子 

演題：聴覚障害のある子どもへのコミュニケーション支援 

 ～インクルーシブ保育の充実に向けて～ 

           学生：澤田 萌々・飯塚 帆南・西山 紗永・山﨑 彰子 

●健康栄養学科【生化学・薬理学ゼミ】指導教員 田中 政巳 

演題：乳酸菌・ビフィズス菌含有食品と 

GABA含有食品のストレス軽減効果の比較について 

           学生：石川 心裕・栁瀬 虹歌・小林 さおり 

パフォーマンス部門 

●幼児保育学科【表現ゼミ（音楽）】指導教員 越智 光輝 

演題：「ふしぎの国のアリス」の公演を通して 

           学生：木村 心優・田口 かえで・伹馬 彩月・飯島 弥夕 

調理製菓部門 

●健康栄養学科【食文化ゼミ】指導教員 福田 馨 

演題：行事食の過去と現在 

           学生：染川 純鈴・林 周次郎 

（2）優秀賞 

プレゼンテーション部門 

●幼児保育学科【造形表現ゼミ】指導教員 佐藤 牧子 

演題：<つくる>活動を支える条件とは何か －素材と人をめぐる実践研究－ 

学生：坪井 琴音・菊地 ひなた 

●健康栄養学科【食品経済学ゼミ】指導教員 大野 満奈 

演題：農業の活性化について 

          学生：鈴木 美々愛・永田 さくら・栁瀬 桃歌・小田 香織 

 

15．卒業式 

日 時 令和 8年 3月 18日（水）  

場 所 レイボックホール大ホール 

卒業生 幼児保育学科 45名 

         健康栄養学科 54名 （食物栄養専攻 38・調理製菓専攻 16） 

            合計       99名  
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17 入学試験

１．令和8年度　入学見込者数（入学定員充足率・収容定員充足率）

学科・専攻

幼児保育学科

食物栄養専攻

調理製菓専攻

２-1．令和8年度　入試区分　受験状況（志願者）

R8 R7 R8 R7 R8 R7 R8 R7

総合型選抜 9 13 2 7 6 9 17 29 59%

学校推薦型選抜（指定校） 36 41 19 25 11 12 66 78 85%

学校推薦型選抜（公募） 0 0 0 1 0 0 0 1 0%

特別選抜（児童養護） 0 ‐ 0 ‐ 0 ‐ 0 -

特別選抜（同窓生） 0 ‐ 0 ‐ 0 ‐ 0 -

特別選抜（社会人） 4 6 10 14 0 2 14 22 64%

一般選抜 0 0 1 0 1 1 2 1 200%

合計 49 60 32 47 18 24 99 131 76%

２-2．令和8年度　入試区分・詳細　受験状況（志願者）

R8 R7 R8 R7 R8 R7 R8 R7

総合型選抜Ⅰ期 3 6 0 2 0 4 3 12

総合型選抜Ⅱ期 4 5 1 3 1 0 6 8

総合型選抜Ⅲ期 0 2 0 1 1 2 1 5

総合型選抜Ⅳ期 0 0 1 0 2 2 3 2

総合型選抜Ⅴ期 0 0 0 0 0 1 0 1

総合型選抜Ⅵ期 2 0 0 0 2 0 4 0

総合型選抜Ⅶ期 0 0 0 1 0 0 0 1

学校推薦型選抜（指定校）Ⅰ期 36 41 19 24 11 12 66 77

学校推薦型選抜（指定校）Ⅱ期 0 0 0 1 0 0 0 1

学校推薦型選抜（公募）Ⅰ期 0 0 0 1 0 0 0 1

学校推薦型選抜（公募）Ⅱ期 0 0 0 0 0 0 0 0

特別選抜（児童養護）Ⅰ期 0 ‐ 0 ‐ 0 ‐ 0 -

特別選抜（児童養護）Ⅱ期 0 ‐ 0 ‐ 0 ‐ 0 -

特別選抜（児童養護）Ⅲ期 0 ‐ 0 ‐ 0 ‐ 0 -

特別選抜（同窓生）Ⅰ期 0 ‐ 0 ‐ 0 ‐ 0 -

区分
幼 栄

32 37 40.0% 43.1%
44.6%

16 22 40.0% 47.5%

R8入学見込者数 1学年在籍者数 入学定員充足率 収容定員充足率

47 60 58.8% 53.5%

昨年比区分
幼 栄 調 合計

調 合計
定員比

34%

60%

56%
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18 進路状況等 

1．求人票受付状況（令和 8年 3月 31日現在）                    （件） 

企業等 公務員

800 〔53〕 341 〔4〕 86 20 1304 〔57〕 

(945 〔57〕） (416 〔5〕） (124) (20) (1485 〔62〕） 

〔 〕内は専門職公務員内数、（ ）内は昨年同時期

専門職
合計

幼児保育関係 健康栄養関係

一般職

 

 

2．進路状況（令和 8年 3月 31日現在）             （名）

45 54 99
(64) (82) (146)

44 52 96
(63) (72) (135)
44 49 93

(61) (68) (129)
100.0 % 94.2 % 96.9 %
(96.8 %) (94.4 %) (95.6 %)

0 0 0
(0) (2) (2)
0 0 0

(0) (2) (2)
0.0 % #DIV/0! #DIV/0!

(0.0 %) (0.0 %) (0.0 %)
1 2 3

(1) (8) (9)
その他

就
　
　
職

希望者数

内定者数

内定率

進
　
　
学

希望者数

決定者数

決定率

合計幼児保育学科

卒業・修了
予定者数

健康栄養学科

 

 

 

 



 〔２〕 国際学院高等学校 

 

１．教務連絡会 

令和７年４月３日（木） 

参加者 ----------------------------------------------------- 非常勤講師２６名 

 

２．入学式 

（1）全日制課程 

令和７年４月７日（月）（於：MAKOTO HALL） 

入学生 -------------------------------------------------------------- ２６２名 

 

（2）通信制課程 

令和７年４月７日（月）（於：MAKOTO HALL） 

入学生 ------------------------------------------------------------------ ５名 

 

３．健康診断・身体計測・歯科検診 

（1）健康診断・身体計測 

令和７年４月 16 日（水） 

受診者 --------------------------------------------------- 全日制課程生徒全員 

 

令和７年４月 12 日（土） 

受診者 --------------------------------------------------- 通信制課程生徒全員 

 

（2）歯科検診 

令和７年４月 18 日（金） 

受診者 --------------------------------------- 全日制課程・通信制課程生徒全員 

 

４．校内予備校講座 

（1）ＫＧゼミ 

令和７年５月 10 日（土）から実施 

対象者 --------------------------------------------------------- 第２・３学年 

 

（2）放課後予備校（小論文） 

①令和７年５月 12 日（月）から実施 

対象者 ------------------------------------------------------------- 第３学年 

 

②令和８年１月 26 日（月）から実施 

対象者 ------------------------------------------------------------- 第２学年 

 

５．防災訓練 

令和７年５月 26 日（月） 

参加者 -------------------------------------------------------------- 生徒全員 

 

６．三者面談 

（1）令和７年５月 26 日（月）～６月 14 日（土） 

参加者 ----------------------------------------------- 第３学年全員及び保護者 

 

（2）令和７年７月９日（水）～23 日（水） 

参加者 ------------------------------------------- 第１・２学年全員及び保護者 

 

７．体育祭 

令和７年５月 28 日（水）（於：鴻巣市立陸上競技場） 

テーマ：「～快活無敵 仲間の力で駆けろ 青春の舞台～」 

参加者 -------------------------------------------------------------- 生徒全員 



８．海外研究保護者説明会 

（1）令和８年１月 17 日（土） 

参加者 ----------------------------------------------- 第１学年全員及び保護者 

 

（2）令和８年３月 21 日（土） 

参加者 ----------------------------------------------- 第１学年全員及び保護者 
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９．前期生徒会任命式・生徒総会  

令和７年６月２日（月） 

参加者 -------------------------------------------------------------- 生徒全員 

 

10．通信制課程 校外実習・食卓作法教室 

（1）校外学習 

令和７年５月 30 日（金）（於：東京ソラマチ・本所防災館） 

参加者 ----------------------------------------------------- 通信制課程全学年 

 

（2）食卓作法教室 

令和７年６月 27 日（金）（於：ホテル雅叙園東京） 

参加者 ----------------------------------------------------- 通信制課程全学年 

 

11．模擬試験 

ＧＴＥＣ 

令和７年６月 14 日（土） 

対象者 --------------------------------------------------------- 第１～３学年 

 

12．芸術鑑賞教育 

（1）令和７年７月 17 日（木）（於：あげお富士住建ホール） 

内 容：演劇「三宅狂言会」（影向舎） 

参加者 ----------------------------------------------------- 全日制課程全学年 

  

（2）令和７年７月 11 日（金）（於：築地奥の院すしざんまい 劇団四季 汐留「海」） 

内 容：劇団四季「アラジン」 

参加者 ----------------------------------------------------- 通信制課程全学年 

 

13．夏季講習 

実施期間 Ⅰ期：令和７年７月 28 日（月）～31 日（木） 

     Ⅱ期：令和７年８月 19 日（火）～22 日（金） 

参加者 ---------------------------------------------- 第１学年  ８９名 

 第２学年  ５０名 

 第３学年  ２４名 

合  計 １６３名 

 

14．模擬試験 

(1)ベネッセ総合学力記述模試 

・令和７年 ４月 19 日（土） --------------------------------------- 第３学年希望者 

・令和７年 10 月 18 日（土） ----------- アドバンス・セレクトコース第３学年・希望者 

 

(2)河合塾全統記述模試 

・令和７年 ８月 23 日（土） ----------------------------------------- 全学年希望者 

・令和７年 10 月 11 日（土） --------------------------------------- 第３学年希望者 

 

 

 



(3)大学入学共通テスト模試（普・希） 

・令和７年 ５月 31 日（土） ----------- アドバンス・セレクトコース第３学年・希望者 

・令和７年 ９月 20 日（土） ----------- アドバンス・セレクトコース第３学年・希望者 

・令和７年 10 月 ５日（土） --------------------------------------- 第３学年希望者 

 

(4)ベネッセ・駿台進研模試 

令和７年 ９月 20 日（土） 

 10 月 18 日（土） 

 11 月 １日（土） ------------ アドバンス・セレクトコース第３学年・希望者 

 

(5)河合塾全統共通テスト模試 

令和７年 11 月 22 日（土） ---------------------------------------- 第３学年希望者 

 

15．五峯祭 

(1)全日制課程 

令和７年９月 13 日（土）・14 日（日） 
テーマ 「土曜の涙を日曜の笑顔に」 

受付者数-------------------------------------------- ９月 13 日（土）  ４６４名 

 ９月 14 日（日）  ６９７名 

合  計 １，１４３名 

(2)通信制課程 

令和７年 11 月９日（日） 
テーマ 「土曜の涙を日曜の笑顔に」 

受付者数--------------------------------------------------------------約３００名 

 

16．通信制課程 球技大会 

令和７年９月 17 日（金）（於：ウニクスボウル南古谷） 

内容：ボウリング 

参加者 ----------------------------------------------------- -通信制課程生徒全員 
 

17．海外研修・国内研修 
(1) 海外研修 
   研修先：オーストラリア（シドニー） 
   第１団：令和７年９月 24 日（水）～29 日（月） 
   第２団：令和７年９月 25 日（木）～30 日（火） 

     参加者 ------------------------------------------------- 第２学年１６５名 
 

   研修先：台湾 高雄市立新荘高級中學 
   令和７年 10 月 30 日（木）～11 月２日（日） 

参加者 ------------------------------------------------- 第２学年  ２名 
 
(2) 国内研修 

研修先：京都・大阪・淡路島・大阪・神戸 

令和７年９月 22 日（月）～24 日（水） 
参加者 ------------------------------------------------- 第２学年 ５５名 

  

18．ＴＧＧ語学研修 

令和７年 10 月 22 日（月） 

研修先：東京グローバルゲートウェイ 

参加者 -------------------------------------------------------- 第１学年生徒全員 

 

19．通信制課程 野外活動研修 
(1) 令和７年９月８日（月）～10 日（水） 

研修先  琵琶湖・大阪・京都 

参加者 ---------------------------------------------------------------------------- 通信制課程生徒全員 

 



 
(2) 令和７年 10 月 24 日（金） 

研修先  みなとみらい 

参加者 ---------------------------------------------------------------------------- 通信制課程生徒全員 

 
(3) 令和８年２月 12 日（木） 

研修先  サツマイモまんが資料館他 

参加者 ---------------------------------------------------------------------------- 通信制課程生徒全員 

 

20．伊奈町学校開放講座 

(1)陸上競技教室 

令和７年 11 月 23 日（日）・30 日（土）・12 月７日（日） 

主 催 伊奈町教育委員会生涯学習課 

テーマ 「短期間で足が速くなる」 

講 師 横山翔・須藤美桜・鎌田智之（外部） 
受講者 ---------------------------------------------------------------- ５３名 
 

(2)理科実験教室 
令和７年 11 月 15 日（土） 
主 催 伊奈町教育委員会生涯学習課 
講 師 佐々木智美・牛田博和・平田健司 
受講者 ------------------------------------------------------------------ ３名 

 
９ 

21．防火訓練 
令和７年 10 月 27 日（月） 
指導者：伊奈町消防署員 ３名 
 

参加者 ----------------------------------------------------- 教職員・生徒全員 

 

22．フランス料理講習会 

令和７年 11 月 11 日（火） 
講 師：田中 祐作（国際学院埼玉短期大学 特任教授） 

参加者 ------------------------------------------------------- 調理師専攻 

 

23．後期生徒会任命式・生徒総会 
令和７年 12 月１日（月） 

参加者 --------------------------------------------------------- 生徒全員 
 

24．実力判定テスト・模擬試験 

(1) ＧＴＥＣ 

令和７年 12 月６日（土） 

対象 ----------------------------------------------------- 第１・２学年 

 

(2) 総合学力テスト 

令和８年 １月 17 日（土） 

対象 ---------------- アドバンス・セレクト・選抜進学コース第１・２学年 

 

(3) 実力診断テスト 

令和８年 １月 17 日（土） 

対象 -------------------------------- 進学・食物調理コース第１・２学年 

 

(4) 河合塾全統共通テスト模試 

令和８年 ２月 １日（土） 

対象 ---------------------------------------------------第２学年希望者 

 



 

(5) 進研共通テスト模試 

令和８年 ２月 10 日（火） 

対象 ---------------------------- 第２学年アドバンス・セレクト・希望者 

 

25．球技大会 

令和７年 12 月 22 日（月） 

（於：上尾平塚ｻｯｶｰｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ・本校ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞﾙｰﾑ・MAKOTO HALL・小講堂） 

参加者 --------------------------------------------------------- 生徒全員 

 

26．冬季講習 

令和７年 12 月 24 日（水）～27 日（土） 

参加者 ------------------------------------------------ 第１学年 ３０名 

 第２学年 ２７名 

 第３学年  ８名 

計  ６５名 

 

27．英単語グランプリ 

令和７年１月８日（木） 

参加者 --------------------------------------------------------- 生徒全員 

 

28．異文化学習会・外国料理講習会 

（1）異文化学習会 

令和７年６月 16 日（月） 

参加者 --------------------------------------------------------- 第２学年全員 

 

（2）外国料理講習会（タイ料理） 

令和７年６月 20 日（金） 

参加者 --------------------------------------------------- 食物調理コース全員 

 

29．令和７年度 第１学年 意見発表会 

令和８年２月 14 日（土） 

参加者 -------------------------------------------- 第１学年生徒・教職員 
 

30．卒業研究発表会 

（1）全日制課程 

令和８年２月 17 日（火）（於：あげお富士住建ホール（上尾市文化センター）） 

参加者 --------------------------------------------------------- 生徒全員 

 

（2）通信制課程 

令和８年２月 10 日（火）（於：大宮キャンパス） 

参加者 --------------------------------------------------------- 生徒全員 

 

31．第１学年宿泊研修 

令和８年２月 21 日（土）～22 日（日）（於：富士緑の休暇村・富士急ハイランド） 

参加者 ----------------------------------------------------- 第１学年 

 

32．３年生を送る会 

令和８年２月 28 日（土） 

参加者 ----------------------------------------------------- 生徒全員 

 

 

 



 

33．卒業式 

（1）全日制課程（於：ＭＡＫＯＴＯ ＨＡＬＬ） 

令和８年３月３日（火） 

第 26 期 卒業生-------------------------------------------- ２５３名 

 

（2）通信制課程（於：大宮キャンパス） 

令和８年３月４日（水） 

第 22 期 卒業生---------------------------------------------- ２５名 

 

34．春期講習 

令和７年３月 16 日（月）～19 日（木） 

参加者 ------------------------------------------------ 第１学年 １８名 

 第２学年 １９名 

 計  ３７名 

 

35 入学試験 

[全日制課程] 
（名） 

試 験 区 分 願書受付数 受験者数 合格者数 手続完了者 手続完了後の辞退者 入学予定者 

推薦入試 

（単願） 
1/22 

１９５ 
(１６９) 

１９４ 
(１６８) 

１８６ 
(１６３) 

１８６ 
(１６３) 

 
( ― ) 

１８６ 
(１６３) 

（併願） 
第 1 回 1/22 

９１８ 
(１，００６) 

９１０ 
(１，００３) 

８８６ 
(９８５) 

６２ 
( ７２ ) 

３ 
( ２ ) 

５９ 
( ７０ ) 

（併願） 
第 2 回 1/23 

２０４ 
(１９３) 

２００ 
(１９１) 

１８９ 
(１７６) 

１６ 
( ９ ) 

１ 
( １ ) 

１５ 
( ９ ) 

一般入試 

（単願） 
2/7 

１１ 
( ７ ) 

１０ 
( ７ ) 

７ 
( ５ ) 

７ 
( ５ ) 

 
( ― ) 

７ 
( ５ ) 

（併願） 
2/7 

５６ 
( ３９ ) 

５６ 
( ３９ ) 

４５ 
( ２１ ) 

５ 
( ４ ) 

 
( ― ) 

５ 
( ４ ) 

合  計 
（定員２４０名） 

１，３８４ 
(１，４１４) 

１，３７０ 
(１，４０８) 

１，３１３ 
(１，３５０) 

２７６ 
(２５３) 

４ 
( ２ ) 

２７２ 
(２５１) 

（ ）：昨年度確定数 
 

[通信制課程] 
（名）      

試 験 区 分 願書受付数 受験者数 合格者数 手続完了者 

第１回 1/22（木） 
８ 

(８) 
８ 

(８) 
６ 

(８) 
５ 

（５） 

第２回 1/24（土） 
４ 

(０) 
３ 

(０) 
３ 

(０) 
１ 

（０） 

第３回 2/14（土） 
３ 

(０) 
３ 

(０) 
３ 

(０) 
２ 

（０） 

第４回 3/14（土） 
０ 

(０) 
０ 

(０) 
０ 

(０) 
０ 

（０） 

全日制入試 1/22（木） 
      1/23（金） 
       2/7 （土） 

２２３ 
（－） 

２４ 
（－） 

１８ 
（－） 

２ 
（－） 

合  計 
（定員８０名） 

２３８ 
(９) 

３８ 
(９) 

３０ 
(９) 

１０ 
（５） 

（ ）：昨年度確定数 
 

 ※全日制入試での数は、今年度入試より実施した通信制同時合否判定希望者数 



 

36 進路状況 
【全日制課程】 

第３学年 進学・就職希望生徒  ２５３名（男子１５３名、女子１００名） 

進    学 就    職 
その他 

希望者数 合格者数 合 格 率 希望者数 内定者数 内 定 率 

２４５名  

(201 名) 

２４０名 

(199 名) 

98.0％ 

（99.0％） 

６名 

（６名） 

６名 

（６名） 

100％ 

（100％） 

２名 

（７名） 

（ ）内は昨年同時期 
※進学者内訳 

四年制大学〈希望者：１９７名 → 合格者：１９２名〉 
短 期 大 学〈希望者：  ３名 → 合格者：  ３名〉 
専 門 学 校〈希望者： ４５名 → 合格者： ４５名〉 

 

※国際学院埼玉短期大学合格者   ２名 

幼児保育学科 --------- 合格者 １名  内訳 総合型選抜合格者  ０名 

 指定校合格者    １名 

健康栄養学科 --------- 合格者 １名  内訳 総合型選抜合格者  ０名 

 指定校合格者    １名 

 

・主な大学合格実績 ※(   )内は過年度生の実績 

国公立・早慶上理： 埼玉県立大学２名 北海道教育大学函館校１名 釧路公立大学１名 

G M A R C H・ 難 関： 学習院大学１名  明治大学１名 

中央大学１名   立教大学２名 

日東駒専・有名私大： 日本大学７名   東洋大学 15 名    駒澤大学３名  

専修大学３名   武蔵大学３名    獨協大学２名     

武蔵野大学２名  芝浦工業大学１名  東京女子大学１名   

津田塾大学１名    近畿大学１名  杏林大学１名 

 
【通信制課程】 

第３学年 進学・就職希望生徒       ２５名（男子 ９名、女子１６名） 

進    学 就    職 
その他 

希望者数 合格者数 合 格 率 希望者数 内定者数 内 定 率 

２１名 
（２２名） 

１９名 
（２０名） 

90.5％ 
(90.9％) 

３名 
（０名） 

２名 
（０名） 

66.7％ 
(0％) 

１名 
（４名） 

                            （ ）内は昨年同時期 
 
※進学者内訳 

四年制大学〈希望者： １２名 → 合格者： １０名〉 
短 期 大 学〈希望者：  １名 → 合格者：  １名〉 
専 門 学 校〈希望者：  ８名 → 合格者：  ８名〉 

 

※国際学院埼玉短期大学合格者   １名（幼児保育学科） 

 

・主な大学合格実績 

      東洋大学１名・日本大学１名・白百合女子大学１名・立正大学１名・大東文化大学１名 

 

 

〔３〕 国際学院中学校 

 

※令和５年度募集停止 

 在籍生徒無し 



　 （単位　円）

期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高
減価償却額
の累計額

差引期末残高 摘　　　　　　　　　　要

土　　　　地 5,663,271,595 0 0 5,663,271,595 5,663,271,595  

建 物 8,910,546,428 9,553,160 8,920,099,588 5,575,620,749 3,344,478,839
当期増加額は伊奈ｷｬﾝﾊﾟｽ ﾏｺﾄﾎｰﾙ更衣室改修工事に
よるものである。

構 築 物 890,631,517 95,502,000 986,133,517 799,380,893 186,752,624
当期増加額は伊奈ｷｬﾝﾊﾟｽ ﾏｺﾄﾎｰﾙ空調設備工事、浄
化槽機器整備工事ほかによるものである。

教 育 研 究 用
機 器 備 品

774,297,077 31,892,670 20,451,388 785,738,359 600,803,122 184,935,237

当期増加額は主として教育環境整備等に伴う机・椅子、
調理機器、ﾌﾟﾛｼﾞｭｴｸﾀｰ、印刷機、ﾊﾟｿｺﾝの整備ほかによ
るものである。当期減少額は机・椅子、印刷機の除却に
よるものである。

管 理 用
機 器 備 品

87,986,897 863,500 7,290,000 81,560,397 72,578,394 8,982,003
当期増加額は電話設備、ｴｱｺﾝの購入によるものである。
当期減少額は管理ｼｽﾃﾑの除却によるものである。

図 書 121,591,096 828,421 122,419,517 122,419,517
当期増加額は、主として短大専門図書の充実によるもの
である。

車 両 18,800,534 7,144,310 6,979,098 18,965,746 12,088,083 6,877,663
当期増加額は、校用車の購入によるものである。当期減
少額は校用車の除却によるものである。

計 16,467,125,144 145,784,061 34,720,486 16,578,188,719 7,060,471,241 9,517,717,478

特
定

資
産

第３号基本金引
当 特 定 資 産

120,000,000 0 2,400,000 117,600,000 117,600,000

計 120,000,000 0 2,400,000 117,600,000 0 117,600,000

借 地 権 461,187,585 64,133,903 0 525,321,488 525,321,488
短大校地隣接地に係る借地権取得によるものであ
る。

電 話 加 入 権 899,771 0 0 899,771 899,771

ソ フ ト ウ ェ ア 7,241,454 9,325,470 5,555,330 11,011,594 1,565,016 9,446,578
当期増加額は給与・財務会計ｼｽﾃﾑの購入によるものであ
る。当期減少額は給与・財務会計ｼｽﾃﾑの除却によるもの
である。

有 価 証 券 2,675,001 0 0 2,675,001 2,675,001

敷 金 10,000,000 0 0 10,000,000 10,000,000

預 託 金 51,940 0 10,930 41,010 41,010

計 482,055,751 73,459,373 5,566,260 549,948,864 1,565,016 548,383,848

17,069,180,895 219,243,434 42,686,746 17,245,737,583 7,062,036,257 10,183,701,326合　　　計

固　　定　　資　　産　　明　　細　　書
令和 ７ 年 ４ 月 １ 日から

令和 ８ 年 ３ 月３１日まで

　科　　　目　

有
形
固
定
資
産

そ
の
他
の
固
定
資
産



（単位 円）

期首残高 　当期増加額 　当期減少額 期末残高 返済期限 摘　　　　要

0 0 0 0

※ 119,603,000 令和13年３月 使途：校舎建設資金、借地権取得資金

829,423,000 62,000,000 204,297,000 567,523,000 ～令和18年３月
担保提供：校地、校舎、定期預金

0 0 0 0

※ 119,603,000

829,423,000 62,000,000 204,297,000 567,523,000

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

※ 119,603,000

154,272,000 154,272,000 119,603,000

※ 119,603,000
154,272,000 154,272,000 119,603,000

※ 119,603,000 ※ 119,603,000
983,695,000 62,000,000 358,569,000 687,126,000

長
　
期
　
借
　
入
　
金

合　　　　計

短
　
期
　
借
　
入
　
金

計

その他

公的金融機関

返済期間が１年以内
の長期借入金

その他

市中金融機関

計

市中金融機関

借　入　金　明　細　書
令和 ７ 年 ４ 月 １ 日から
令和 ８ 年 ３ 月３１日まで

借　入　先

公的金融機関



基本金 （単位　円）
摘要

第１号基本金
前期繰越高 16,582,893,212 15,534,565,559 1,048,327,653
当期組入対象額
1 土地

過年度未組入に係る当期組入れ 27,509,410 △ 27,509,410 借入金

2 建物
過年度未組入れに係る当期組入れ 316,443,682 △ 316,443,682 借入金

当期取得に係る組入れ 9,553,160 9,553,160

3 構築物
過年度未組入れに係る当期組入れ 1,715,560 △ 1,715,560 未払金
当期取得に係る組入れ 95,502,000 94,057,150 1,444,850 未払金

4 教育研究用機器備品
過年度未組入れに係る当期組入れ 19,170,880 △ 19,170,880 未払金
当期取得に係る組入れ 31,892,670 11,986,917 19,905,753 未払金

5 管理用機器備品
過年度未組入れに係る当期組入れ 126,500 △ 126,500 未払金
当期取得に係る組入れ 863,500 863,500

6 図書
過年度未組入れに係る当期組入れ 52,272 △ 52,272 未払金
当期取得に係る組入れ 828,421 622,817 205,604 未払金

7 車両
過年度未組入れに係る当期組入れ 2,268,860 △ 2,268,860 未払金
当期取得に係る組入れ 7,144,310 7,144,310 未払金

8 借地権
過年度未組入れに係る当期組入れ 9,445,908 △ 9,445,908 借入金
当期取得に係る組入れ 64,133,903 7,303,903 56,830,000 借入金

9 ソフトウェア
過年度未組入れに係る当期組入れ 748,440 △ 748,440
当期取得に係る組入れ 9,325,470 219,450 9,106,020 未払金

計 219,243,434 502,088,409 △ 282,844,975

当期取崩対象額

1 教育研究用機器備品
当期除却に係る取崩し △ 20,451,388 △ 20,451,388

2 管理用機器備品
当期除却に係る取崩し △ 7,290,000 △ 7,290,000

3 車両
当期除却に係る取崩し △ 6,979,098 △ 6,979,098

4 ソフトウェア
当期除却に係る取崩し △ 5,555,330 △ 5,555,330

計 △ 40,275,816 △ 40,275,816

当期組入額 178,967,618 461,812,593 △ 282,844,975
当期末残高 16,761,860,830 15,996,378,152 765,482,678

第３号基本金
前期繰越高 - 120,000,000 -
当期組入対象額 - 0 -
当期取崩対象額 0

大野誠奨励基金縮小に伴う取崩し - △ 2,400,000 -
計 - △ 2,400,000 -

当期取崩額 - △ 2,400,000 -
当期末残高 - 117,600,000 - 大野誠奨励基金

第４号基本金

前期繰越高 105,000,000 105,000,000 0
当期組入対象額 0 0 0
当期取崩対象額 0 0 0
当期組入額 0 0 0
当期末残高 105,000,000 105,000,000 0

合計
前期繰越高 － 15,759,565,559 1,048,327,653
当期組入額 － 461,812,593 0
当期取崩額 － △ 2,400,000 0  
当期末残高 － 16,218,978,152 765,482,678

基　本　金　明　細　書
令和 ７ 年 ４ 月 １ 日から
令和 ８ 年 ３ 月３１日まで

事     項 要組入高 組入高 未組入高


